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        No. 2587
2022 年 5 月 30 日

ロ
シ
ア
は
国
連
憲
章
・
国
際
法
を
順
守
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
直
ち
に
撤
退
せ
よ

　

一
、
今
回
の
首
脳
会
談

は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
と
い
う
事
態

の
も
と
で
、「
力
に
対
し
て

力
で
対
抗
す
る
」
こ
と
を

世
界
に
宣
言
し
た
も
の
と

な
っ
た
。
日
米
同
盟
の
強

化
、
防
衛
費
の
増
額
な
ど

一
連
の
対
米
誓
約
が
明
記

　
　
　
　

志
位
委
員
長
が
批
判  

５
月
23
日
（
要
旨
）

さ
れ
た
。
軍
事
対
軍
事
の

悪
循
環
と
エ
ス
カ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
招
く
、
こ
う
い

う
や
り
方
は
一
番
危
険
で

あ
る
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

目
指
す
」
と
い
う
の
は
根

本
的
に
矛
盾
し
た
も
の
だ
。

日
本
が
進
む
べ
き
針
路
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加

す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

一
、
両
首
脳
は
在
日
米

軍
再
編
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
も
一
致
し

た
。
沖
縄
の
玉
城
知
事
が

復
帰
50
年
に
あ
た
っ
て
の

建
議
書
で
辺
野
古
新
基
地

建
設
は
中
止
し
、
普
天
間

基
地
は
返
還
し
て
ほ
し
い

と
求
め
た
が
一
顧
だ
に
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
厳
し

く
批
判
し
た
い
。

　

一
、「
力
に
は
力
」
と
い

　

政
府
は
企
業
に
対
し
て

男
女
賃
金
格
差
の
公
表
を

義
務
付
け
る
方
針
を
決
め

男女の賃金格差開示の義務化

　国民の声が政治動かした

ま
し
た
。
生
涯
賃
金
で

１
億
円
も
の
格
差
は
主
要

国
で
最
悪
水
準
。
日
本
共

産
党
は
格
差
の
情
報
開
示

を
国
会
で
求
め
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

開
示
を
義
務
化
す
る
の

は
、
上
場
・
非
上
場
を
間

　

一
、
核
に
よ
る
拡
大
抑

止
も
核
軍
拡
競
争
に
陥
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ

う
い
う
合
意
を
し
な
が
ら

う
道
を
日
本
は
選
ぶ
べ
き

で
は
な
い
。
外
交
の
力
で

世
界
と
ア
ジ
ア
の
平
和
を

創
出
す
る
、
そ
の
た
め
に

９
条
を
生
か
し
て
い
く
道

を
選
択
す
べ
き
だ
。

（
全
文
は
共
産
党
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
下
さ
い
）

わ
ず
３
０
ｌ
人
以
上
を
常

時
雇
用
す
る
事
業
主
で
、

１
万
７
６
５
０
社
に
上
り

ま
す
。　

　

国
民
の
声
が
政
治
を
動

か
し
ま
し
た
。
男
女
の
賃

金
格
差
是
正
は
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
土
台
。
こ
こ

か
ら
が
大
事
で
す
。
企
業

に
是
正
計
画
を
つ
く
ら
せ
、

国
が
監
督
・
奨
励
す
る
仕

組
み
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

基地ない平和な沖縄へ心一つ

日
米
首
脳
会
談

「
力
に
は
力
」
で
な
く
、
９
条
生
か
し

た
外
交
で
平
和
創
出
を

日比谷野外音楽堂 26 日

給与額の男女間格差
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
。「
ロ
シ
ア
軍
は
東
部

で
攻
撃
を
強
化
し
て
い

る
」「
支
配
地
域
で
ル
ー
ブ

ル
の
流
通
や
ロ
シ
ア
国
籍

取
得
の
簡
素
化
な
ど
実
効

支
配
を
強
め
て
い
る
」「
21

日
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
は
、
２
月
24
日
以
前
の

領
土
を
取
り
戻
せ
れ
ば
勝

利
と
み
な
す
、
戦
争
は
外

交
を
通
じ
て
終
結
す
る
と

語
っ
て
い
る
」「
国
連
の
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、

『
と
に
か
く
戦
争
を
止
め

て
く
れ
、
食
料
不
足
で
ア

フ
リ
カ
な
ど
酷
い
こ
と
に

な
る
』
と
発
言
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
27
日
、東
京
都
の
新
た
な

感
染
者
は
２
６
３
０
人
。

14
日
連
続
で
前
週
の
同
じ

曜
日
を
下
回
っ
た
」「
25

日
、
沈
没
、
落
下
し
た
観

光
船
が
網
走
港
に
搬
送
さ

れ
た
」「
水
抜
き
後
、陸
揚

げ
し
て
事
故
原
因
を
究
明

す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
夏
場
所
。
横
綱

照
ノ
富
士
が
12
勝
３
敗
で

３
場
所
ぶ
り
７
度
目
の
優

勝
。「
休
場
明
け
の
場
所
、

前
半
戦
で
３
敗
す
る
も
修

正
し
て
の
後
半
７
連
勝
は

さ
す
が
横
綱
だ
」「
３
人
の

大
関
陣
の
奮
起
を
期
待
し

た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
。
24
日
、セ
・

パ
交
流
戦
が
開
幕
。「
過

去
、
リ
ー
グ
別
の
勝
敗
は

パ
が
14
勝
２
敗
と
セ
に
圧

勝
し
て
い
る
」「
今
年
は
若

手
の
活
躍
で
チ
ー
ム
力
が

拮
抗
し
て
い
て
優
勝
争
い

が
楽
し
み
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
谷
翔
平
選
手
が
日
米

通
算
１
５
０
号
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
記
録
（
23
日
）。「
14

日
に
は
メ
ジ
ャ
ー
通
算

１
０
０
号
を
記
録
。
す
ご

い
」

ロシアの侵略止めるには―

「民主対専制」の構図は有害
「ルールに基づく国際秩序」で結束を

　　　　米欧識者ら次々

　

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
ザ
カ
リ
ア
氏
は
、
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
（
４
月

29
日
付
）の
コ
ラ
ム
で
、バ

イ
デ
ン
大
統
領
が
押
し
つ

け
る
「
民
主
対
専
制
」
の

構
図
は
「
外
交
指
針
と
し

て
正
確
で
も
な
け
れ
ば
、

有
用
で
も
な
い
」
と
指
摘
。

ロ
シ
ア
に
対
し
て
「
ル
ー

ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
」

の
回
復
と
い
う
共
通
点
で

結
束
を
求
め
る
な
ら
、「
本

格
的
な
自
由
民
主
主
義
国

家
で
は
な
い
」
諸
国
も
、

「
自
国
が
王
政
の
た
め
、専

制
主
義
と
の
た
た
か
い
に

乗
り
気
で
は
な
い
」
諸
国

も
含
め
、
幅
広
い
支
持
を

獲
得
で
き
る
は
ず
だ
と
述

べ
、
中
国
に
も
政
治
的
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
４
月

14
日
付
）
は
、「
民
主
対
専

制
」
の
構
図
の
押
し
つ
け

に
途
上
国
は
警
戒
感
を
あ

げ
て
い
る
と
報
道
。
米
Ｃ

Ｎ
Ｎ
の
番
組（
４
月
24
日
）

で
英
国
の
ミ
リ
バ
ン
ド
元

外
相
は
「
西
側
は
民
主
対

専
制
と
い
う
構
図
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
」、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
元
外
務
次
官
マ

ブ
バ
ニ
氏
は
、
ロ
シ
ア
の

侵
略
反
対
で
は
国
際
的
一

致
あ
る
の
に
「
西
側
の
構

図
で
は
途
上
国
は
つ
い
て

い
け
な
い
」
と
批
判
し
ま

し
た
。

 　

17
日
の
参
院
内
閣
委

員
会
で
の
日
本
共
産
党
の

田
村
智
子
議
員
の
追
及
で
、

国
立
の
大
学
・
研
究
機
関

の
非
正
規
雇
用
の
研
究
者

の
う
ち
最
大
４
５
０
０
人

が
、
22
年
度
末
ま
で
に
雇

い
止
め
に
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

非
正
規
研
究
者

国
立
大
な
ど
４
５
０
０
人
雇
い
止
め
の
恐
れ

　

田
村
智
子
議
員
の
追
及
で
判
明　

参
院
内
閣
委

た
。

　

労
働
契
約
法
は
２
０
１

を
超
え
た
場
合
、
期
間
の

定
め
な
く
働
け
る
無
期
雇

用
に
転
換
で
き
る
と
さ
れ
、

大
学
や
研
究
機
関
の
非
正

規
雇
用
の
研
究
者
は
特
例

で
10
年
を
超
え
た
場
合
と

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
避

け
る
た
め
大
学
側
は
、
無

期
雇
用
へ
の
転
換
を
申
請

で
き
る
前
に
雇
い
止
め
に

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

  

政
府
は
「
日
本
の
研
究

力
向
上
の
た
め
に
は
、
研

究
者
が
腰
を
据
え
て
研
究

に
打
ち
こ
む
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ

る
も
の
の
、「
各
大
学
に
無

期
転
換
ル
ー
ル
の
適
切
な

運
用
を
周
知
す
る
」
と
言

う
だ
け
。
田
村
氏
は
「
周

知
徹
底
だ
け
で
は
違
法
・

脱
法
行
為
を
許
す
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。
適
切
に

指
導
と
し
て
行
わ
れ
る
こ

と
を
求
め
る
」
と
迫
り
ま

し
た
。 

氷床の全歴史を〝記憶〟している？
   南極で新たな湖発見
　　　　米テキサス大学など

　　米地質学会誌『ジオロジー』(9 日付 )

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
南

極
東
部
の
海
岸
か
ら
数
百

㌔
㍍
離
れ
た
プ
リ
ン
セ

ス
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ラ
ン

ド
の
氷
床
に
く
ぼ
ん
だ
場

所
が
あ
る
こ
と
を
人
工
衛

星
画
像
で
見
つ
け
ま
し
た
。

　

厚
さ
３
０
０
０
㍍
以
上

の
氷
の
下
に
、
長
さ
約
50

㌔
㍍
、
幅
約
15
㌔
㍍
、
深

さ
約
２
０
０
㍍
の
湖
が
あ

り
、
ス
ノ
ー
イ
ー
グ
ル
湖

と
名
づ
け
た
湖
の
底
に
は
、

厚
さ
３
０
０
㍍
の
堆
積
物

が
存
在
す
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。

　

こ
の
堆
積
物
を
採
取
で

き
れ
ば
、
南
極
大
陸
を
取

り
巻
く
よ
う
に
流
れ
る
南

極
環
流
の
形
成
や
南
極
氷

床
の
始
ま
り
な
ど
に
つ
い

て
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
年
の
改
定
で
、
非
正
規

の
有
期
雇
用
が
通
算
５
年

日
、
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目

の
接
種
が
各
地
で
始
ま
っ

た
。」「
26
日
、
岸
田
首
相

が
外
国
人
観
光
客
の
受
け

入
れ
を
６
月
10
日
か
ら
再

開
す
る
と
表
明
し
た
」「
水

際
対
策
の
緩
和
を
危
惧
す

る
人
も
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

神
宮
外
苑
の
再
開
発
。

「
外
苑
内
の
１
０
０
０
本

も
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ

る
」「
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施

設
が
入
る
超
高
層
ビ
ル
建

設
の
た
め
だ
」「
神
宮
外
苑

は
都
民
の
数
少
な
い
貴
重

な
緑
地
だ
」「
地
球
温
暖
化

の
抑
制
も
果
た
し
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

知
床
沖
観
光
船
沈
没
事

故
。「
27
日
、岸
田
首
相
は

国
土
交
通
省
が
責
任
を
果

た
し
て
い
な
か
っ
た
と
国

の
責
任
を
認
め
た
」「
27


